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６
月
２
日

（
日
）
、

午
前
９
時
か
ら
大
教

会
長
夫
妻

・
各
会
の

来
賓
を
お
迎
え
し
、

青
年
会
網
走
分
会
と

網
走
女
子
青
年
が
合

同
お
つ
と
め
ま
な
び

を
開
催
。
菅
原
明
宏

青
年
会
委
員
長
祭
主

の
も
と
、
祭
儀
式
が

執
り
行
わ
れ
、
座
り

づ
と
め
、

１２
下
り
が

つ
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
各
会
に

分
か
れ
、
青
年
会
は

第
１９
回
天
理
教
青
年

会
網
走
分
会
総
会
を

開
催
。

青
年
会
長
様
の
御

告
辞
、
大
教
会
長
様

の
お
話
を
頂
戴
し
た

あ
と
、
菅
原
委
員
長

が
会
員
に
熱

い
思
い

を
述
べ
た
。

ま
た
、
網
走
女
子

青
年
は
、
本
年
１１
月

３
日
に
お
ぢ
ば
で
行

わ
れ
る
、
第
２９
回
女

子
青
年
大
会
に
向
け

て
の
決
起
大
会
を
開

催
。婦

人
会
本
部
か
ら

の
ご
祝
辞
、
支
部
長
様
か
ら
の
ご

挨
拶
を
頂
戴
し
た
あ
と
、
細
木
里

香
委
員
長
が
女
子
青
年
大
会
に

一

人
で
も
多
く
の
会
員
さ
ん
に
お
ぢ

ば

へ
帰

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
呼

び
か
け
た
。

■‐t

前
日
の
１
日
に
は
、
青
年
会
の

初
の
試
み
と
な
る
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
今
回
は
帯
広
に
お

ら
れ
る
青
年
会
本
部
の
委
託
講
師

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
繋

い
で

プ

ロ
ジ

エ
ク
タ
ー
越
し
に
講
話
を

し
て
頂

い
た
。

内
容
も
同
じ
世
代
な
ら
で
は
の

分
か
り
や
す

い
内
容

で
、
参
加
者

も
色
々
と
勉
強
に
な

っ
た
と
喜
ん

で
い
た
。

青
年
会
１５
名

。
女
子
青
年
１３
名
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５
月
１７
日

（金
）
「東
藻
琴
芝

桜
ま
つ
り
観
光
」

へ
行
か
せ
て
頂

い
た
。

当
日
、
芝
桜
公
園
で
は
、
満
開

の
芝
桜
が
広
が
る
中
、
ス
テ
ー
ジ

で
の
ア
カ
ペ
ラ
ラ
イ
ブ
や
グ
ス
ト

に
北
原
ミ
レ
イ
さ
ん
な
ど
を
招

い

た
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
、
ま
た
、
東
藻

琴
牛
の
試
食
、
園
内
の
観
覧
車
な

ど
の
催
し
物
が
あ
り
、
参
加
者

一

同
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

参
加
者
１９
名

（う
ち

一
般
参
加

者
２
名
）
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